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「家庭科」 からみた 「生活科」 の学習に関する現状と課題
一学習指導要領, 教科書, 実践研究の分析一 
The Current Situation and Issues Concerning Learning in the Course “Living 
Environment Studies”as Seen from “Home Economics”: The Analysis of the 
Course of Study, Textbooks and Practical Research 
永 田 智 子* 鈴 木 千 春** 
NAGATA Tomoko SUZUKI Chiharu 
「家庭科」 の視点から 「生活科」 の学習を分析した. 学習指導要領の記述から, 家庭科における内容 「A家庭生活と家
族」 の 「(1) 自分の成長と家族」, 「(2) 家庭生活と仕事」, 「(3) 家族や近隣の人々との関わり」 が, 生活科の 「(9) 自分
の成長」, 「(2) 家庭と生活」, 「(3) 地域と生活」 と類似していることがわかった. 類似項日を 「I 自分の成長と家族」
「II家庭生活と仕事および家族との関わり」 「m地域の人々との関わり」 とし, 生活科と家庭科の教科書から関連する学習
内容を抽出した結果, 「I 自分の成長と家族」 と 「m地域の人々との関わり」 については生活科の教科書が充実している
ことがわかった. 日本生活科 ・ 総合的学習教育学会全国大会において発表された自由研究から, 生活科の実践研究を分析
した結果, 家庭科に対応する学習内容に関する研究は少なく, 中でも 「(2) 家庭と生活」 に関するものが相対的に少ない
ことがわかった. 家庭科においては成長や地域に関する教科書の充実が, 生活科においては家族に関する教科書と実践研
究の充実が今後の課題である. 
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1 . 研究の背景と目的
1989年改訂の学習指導要領で新設された生活科は, 理
科と社会科が廃止されて新設された科目であるため, 理
科や社会科との関連性や接続性 (藤井 ・ 野田2016, 福士
2014, 松田・ 山田2016ほか) が検討されて続けてきてい
る. 一方, 家庭科は 5 年から始まる教科であるため, 1 , 
2 年の教科である生活科との接点はなさそうであるが, 
「生活」 を学習の中核に据えている教科であることから, 
関連性や接続性が指摘されている (植村1989, 吉原1991) .
菊池・ 林(1994) は, 1993年から1994年にかけて高知
県内で開催された生活科の研究発表会で報告された実践
資料を分析し, 住生活領域や衣生活領域, 食生活領域, 
保育 ・ 家族領域など家庭科的な内容が多く取り入れられ
ていることを明らかにした. 鈴木 (1995) は, 生活科と
家庭科における 「家族」 の学習に着目し, 学習指導要領
や教科書, 指導書の分析を行い, 両教科の学習内容の類
似性を指摘するとともに, 発達段階を明確にした目標設
定にすべきことを指摘した. 1992年の生活科施行前後に
は, このように生活科と家庭科の関連性について検討す
る研究が見られたが, それ以降こう した研究はあまり見
られなく なってきている. 
2017年改訂の学習指導要領では, カリキュラムマネジ
メ ントの重要性が指摘されている. 生活科と家庭科との
関連性や接続性について改めて検討することは, 2020年
度からの新学習指導要領の実施におけるよりよいカリキュ
ラム編成の一助となるだろう. そこで本研究では、 家庭
科と生活科が効果的に接続するための基礎資料を得るた
め, 家庭科からみた生活科の学習について検討し, 現状
と課題を把握することを目的とする.
なお, 正式な教科名は 「家庭」 および 「生活」 である
が, 学習内容と しての家庭や生活と混同しやすいため, 
本稿では教科としての 「家庭」 は 「家庭科」, 「生活」 は
「生活科」 と呼ぶこととする. 
2 . 研究の方法
生活科と家庭科の類似点を明らかにし, 現状と課題を
考察する. 分析対象資料は, 小学校学習指導要領 (文部
科学省2008 a, b, c, 2017 a, b, c) , 分析時点で最新の生
活科教科書 (2014年検定済み, 8社, 各上下巻, 全16冊) , 
家庭科教科書 (2014年検定済み, 2社, 全 2冊) , 日本
生活科・ 総合的学習教育学会(2013~ 2017) における自
由研究発表である. 
*兵庫教育大学大学院教科教育実践開発専攻生活・ 健康・ 情報系教育コース, 教育実践高度化専攻授業実践開発コース 教授 平成29年10月25 日受理
* *兵庫県立北はりま特別支援学校
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3 . 結果と考察
3 . 1 . 学習指導要領における類似点
2008年改訂版小学校学習指導要領では, 家庭科は, 
「A家庭生活と家族」, 「B日常の食事と調理の基礎」, 
「c 快適な衣服と住まい」, 「D身近な消費生活と環境」, 
の四つの内容で構成されている。 生活科は, (1) 学校と
生活, (2) 家庭と生活, (3) 地域と生活, (4) 公共物や
施設の利用, (5) 季節の変化と生活, (6) 自然や物を使っ
た遊び, (7) 動植の飼育・ 栽培, (8) 生活や出来事の交
流, (9) 自分の成長, の九つの内容で構成されている.
家庭科と生活科の内容を比較検討し, 類似点を抜き出
したものを表1 にまとめた. 下線部が類似していると思
われる箇所であり, 対応する箇所を0数字で示した.
表 1 より, 家庭科における内容 「A家庭生活と家族」
の (1) 自分の成長と家族, (2) 家庭生活と仕事, (3) 
家族や近隣の人々との関わりが, おおむね生活科の (9) 
自分の成長, (2) 家庭と生活, (3) 地域と生活, と対応
し類似していることがわかる.
家庭科 「(1) 自分の成長と家族」 と生活科 「(9) 自分
の成長」 の類似点は, ①自分の成長の自覚, ②成長支援
者への思い, の 2点である. ただし, それぞれの学習指
導要領解説をみると, 家庭科における 「自分の成長」 と
は 「家族の一員として自分が成長していること」 であり, 
大切さに気付く対象は 「家庭生活と家族」 に限定されて
いる. 一方 , 生活科における自分の成長とは, 「自分が
大きく なったこと, 自分でできるようになったこと, 役
割が増えたことなど」 であり, 感謝する対象は必ずしも
家庭生活や家族に限定されたものではない.
家庭科 「(2) 家庭生活と仕事」 と生活科 「(2) 家庭と
生活」 に関する類似点は, ③支えられている家庭生活, 
④自分でできることをする, ⑤生活時間, の3 点である. 
家庭科では, 家庭生活を支えている 「仕事」 に着目し, 
自分もその 「仕事」 を担う よう になることやそのために
時間を有効に使う ことが求められている. またその仕事
とは 「衣食住や家族に関する仕事」 とされている. 一方, 
生活科では, 「家庭生活を支えている家族のこと」 とは
「家計を支える仕事, 家事に関する仕事, 家庭生活の中
での役割, 家族の団らん, 家族で過ごす楽しみ, 家族の
願い, 家族一人一人のことなど」 とされており, 家庭科
よりも広い概念を扱っている. また 「自分でできること」
は 「自分のことは自分でする, 手伝いをする, 家族が喜
ぶことを見付ける, 家庭生活が楽しく なることを工夫す
るなど」 と されている. 発達段階の違いもあり, 生活科
では 「自分のことをする」 や 「手伝いをする」 にとどまっ
ている. また 「家族が喜ぶことを見付ける」 「家庭生活
が楽しく なることを工夫する」 については, 家庭科にお
ける 「(3) 家族や近隣の人々との関わり」 の 「ア家族と
の触れ合いや団らんを楽しくする工夫をすること」 に相
当する内容と言える.
家庭科 「(3) 家族や近隣の人々との関わり」 と生活科
「(3) 地域と生活」 に関する共通点は, ⑥地域の人々と
のかかわりであった. 家庭科では 「近隣」, 生活科では
「地域」 と, 表現の差はあるが, 生活科においての地域
とは, 児童が繰り返し関わる活動ができ, 身近なものに
表1 2008年改訂版小学校学習指導要領における家庭科と生活科の類似点 ( 下線および0数字は筆者による) 
家庭科 生活科 
A 家庭生活と家族 
(1) 自分の成長と家族 
ア
_自_分の成長①を自覚すること を通して, 家.庭生 _活_と 
家族_の_大切_さ_に気付く_ _ こと。 
(9) 自分_自_身の成長oを振り返り, 多く の人々の支えによ 
り自分が大きく なったこと, 自分でできるようになったこ 
と, 役割が増えたことなどが分かり, これまでの生活や成 
長を
_
支えて_く
_
れ
_
た
_
人_々 lこ_感_謝_の_気持_ち_を_もつ_ とと もに, 
これからの成長への願いをもって, 意欲的に生活すること 
ができるようにする。 
(2) 家庭生活と仕事 
ア 家庭には自分や家族の生活
_を_支え _る_仕事_ があるこ 
とが分かり, 
_自分_の_分担す _る_仕事_が.でき_る_④_こと。 
イ 生活時
_
間
_の直効_な使、,_、方_を工夫 し, 家族に協力す 
ること。 
(2) 家庭生活_を支_え_ _て_ _、_る_家族の_こ_と.oや自分で_でき_ _る_こ_ 
_ と_な_ど_に_つ_ _、 て_考_ え,_ _ _ _ 自_ 分の_役割_を_積極的_に果た_す と と 
もに, 
規則正し
_く_健康_に_気 _を_付_lナて生活する_ ことができるよう 
にする。 
(3) 家族や近隣の人々とのかかわりについて, 次の事項を 
指導する。 
ア 家族との触れ合いや団らんを楽しく する工夫をする 
こと。 
イ 近陸の)人
_々
との
_
力
_ _
力
_
わ
_り_ _を考え_ , _ _ _自分 _の家庭生活_を 
工夫する⑥こと。 
(3) 自分たちの生活は地域で生活_したり
_ _働_ _、_た _り_ _し_て_い_る. 
人々や様々な場所と力力わってし、ること力分かり, それら 
に_親 _しみ_や_愛:着を_ も_ち_ . _人_々 と適切_lこ_接する_ ことや安全 
に生活することができるようにする。 
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なることが期待されていることから, 意味としては同じ
だと考えられる.
2017年版小学校学習指導要領では, 家庭科の学習内容
は再編され, 「A家族 ・ 家庭生活」, 「B衣食住の生活」, 
「C消費生活と環境」, の三つとなった. さらに 「A家族・ 
家庭生活」 の構成要素は (1) ~ (3) の三つから, (1) 
~ (4) の四つに増えた. 構成に若干異なるところはあ
るが, (1) ~ (3) の内容はほぼ同じである. 一方 , 生
活科は九つの学習項日はほと んど変わっていないが, 
〔学校, 家庭及び地域の生活に関する内容〕 〔身近な人々, 
社会及び自然と関わる活動に関する内容〕 〔自分自身の
生活や成長に関する内容〕 の三つに分類された. (2) と
(3) が 〔学校, 家庭及び地域の生活に関する内容〕 で, 
(9) が 〔自分自身の生活や成長に関する内容〕 に位置付
けられた.
2008年版と同じ手順で, 2017年版小学校学習指導要領
における家庭科と生活科の類似点を抜き出したものを表
2 にまとめた. 表 1 の結果とほぼ同じであった.
表 1 , 表2 より, 2008年改訂版も2017年改訂版も家庭
科と生活科の類似点についても大きな変更はなく, 「A 
家庭生活と家族」 の 「(1) 自分の成長と家族」, 「(2) 家
庭生活と仕事」, 「(3) 家族や近隣の人々との関わり」, 
の 3 項目に類似性があることがわかった. 
以降, 教科書及び研究発表では, これら類似点に焦点
を当ててみていく こととする. 
3 . 2 . 教科書の記載内容
2017年10月時点で最新の生活科教科書 (2014年検定版, 
8社, 各上下巻, 計16冊) および家庭科教科書 (2014年
検定版, 2社, 計 2冊) を分析対象とした.
分析の観点は, 小学校学習指導要領における家庭科と
生活科で対応関係があることがわかった3 項目とした. 
ただし, 家族とのかかわりに関することは, 生活科では
「(2) 家庭生活と仕事」 に含まれることがわかったため, 
生活科の実態に即し, 「I 自分の成長と家族」, 「II家庭
生活における仕事や家族との関わり」, 「III地域の人々と
の関わり」, と した.
それぞれの項目について, それぞれの教科書ではどの
よう な学習内容が記載されているのかを, 表 3 に抜き出
した. なお生活科は各社2 冊ずつある. 番号が小さい方
が 1 年次, 大きい方が2 年次に使用する教科書となって
い る. 
表 2 2017年改訂版小学校学習指導要領における家庭科と生活科の類似点 ( 下線および0数字は筆者による) 
家庭科 生活科 
A 家族・ 家庭生活 
(1) 自分の成長と家族・ 家庭生活 
ア 自分の成長①を自覚し, 家.庭生 _活_ _と家族_の_大_切_さ_
や家庭生活が家族の協力によって営まれていることに 
気付く こと。 
〔自分自身の生活や成長に関する内容〕 
(9) 自分_自_身の生活 _や成長oを振り返る活動を通して, 自 
分のことや支えてく れた人々について考えることができ, 
自分が大きく なったこと, 自分でできるようになったこと, 
役割が増えたことなどが分かるとともに, これ_までの生活 
や成長を支え
_
て
_
く
_ _
れた人_々に感謝の気持_ち_②_をもち, これ 
からの成長への願いをもって, 意欲的に生活しようとする。 
(2) 家庭生活と仕事 
ア 家庭には, 家庭生活
_を_支える_仕事_③_があり, 互し,_ に 
協
_
力
_ _
し分担する
_
必要があることや生活
_
時
_間_の_有効_な 
使し方にっし、て理解⑤すること。 
イ 家庭の
_
仕事
_
の
_計画_を_考え,_ _ _工夫する_ _④こと。 
(3) 家族や近隣の人々とのかかわり 
ア 次のような知識を身に付けること。 
lア) 家族との触れ合いや団らんの大切さについて理解 
すること。 
〔学校, 家庭及び地域の生活に関する内容〕 
(2) 家庭生活に関わる活動を通して, 家庭にお
_
け
_ _る_家族の 
こ
_と や_自分_でで_き_る_こ_ _と_な_どにつし_、_て_考え_る_こ_とがで_き_ , _ 
家庭での生活
_は互し_ に支え合_っ_てし_、_るこ_とが分_力・_り_ , _ _自分 
の
_役割_を_積極的_に果たし_ たり, 規則正 _し _く_ _健康に気_を付_ 
けて生活⑤したり しようとする。 
lイ) 家庭生活
_
は地城_の_人_々 との_関_わ_ _り_ _で成_り_立つ_て_し_、 
る
_
こ_とが分_か _り_ , _ _ _地域の_人_々 _ _と_の_協力_が大切で_あ_ _る_ 
こ
_とを理解す_る_ こと。 
イ 家族や;i也城_の_人々 _との_より)よ_ し_関_わ_ り_ _lこ_つ_ し、て考え_ , _ 
工夫する⑥こと。 
(3) 地域に関わる活動を通して, 地域
_
の
_
場_所や_そ_こ_ _で生 
活したり働いたり している人々について考えることがで 
き, 白分たちの生活は様l々 1 人1やl場所と]関わってし、るこ 
_と_が分力_ _り_ _ , _ _ _そ_れ_ら_に親 _しみ_や愛着_を_も_ _ち_ , _ _ _適切_に接_し_ 
た り_⑥安全に生活したり しようとする。 
(4) 家族・ 家庭生活についての課題と実践 
ア 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し, 
よりよい生活を考え, 計画を立てて実践できること。 
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表 3 生活科・ 家庭科教科書における 「I 自分の成長と家族」 に関する記載内容 ( 【】 は単元名, [ ] は小単元名) 
発 
行 
教科書記 
号・ 番号 ①自分の成長の自覚 ②成長支援者への思い 
A 
社 
生活131 【じぶんのことをふりかえろう】 
夏・ 冬休み前2 回. 1 回目は家庭生活との絡み少ない. 
2 回目は家庭生活の学習直後で家庭生活関連多い. 
【もうすぐ2 ねんせい】 [いちねんかんをふりかえろう] 
記載なし 
生活132 【じぶんのことをふりかえろう】 1 回. 
地域生活の学習後で地域生活関連多い. 
記載なし 
【あしたへジャンプ】 
保育園の先生や手紙でおばあちやんに話を聞き, 自分の成長の 
過程を調べ, まとめる. 
【あしたへジャンプ】 
自分の成長を伝える中で, いろいろな人にお 
世話になったことに気付く. お世話になった 
人を発表会に招待する. 
B 
社 
生活133 記載な し 記載なし 
生活134 【自分はっけん】 
小さかったころを知るために, 家族にイ ンタビューするだけで 
なく, おばあちやん, 親戚のお兄ちやん, 幼稚園の先生, お父 
さんの友だちにイ ンタ ビューし 「自分はっけんブック」 を作成 
する. 
【自分はっけん】 
「自分はっけんブック」 をまとめ, 「たく さ 
んの人におせわになっていた」 ことに気付く. 
はっびよう会を開き, お世話になった人を招 
待する. さらに, 「来てく れた人におれいの 
手紙を書く. さらに, 「おう ちの人にもっ た 
えたい」 と家族あてにも手紙を書く. 
c 
社 
生活135 【も うすぐ2 ねんせい】 
家族生活関連なし 
記載なし 
生活136 【わたし大すき みんな大すき】 
家の人, おばあちやん, 幼稚園の先生に聞き, 小さいころの自 
分をまとめる. 
【わたし大すき みんな大すき】 
小さいころの自分をまとめた後, 「かんしや 
の気もちをつたえたいね」 で, お礼の手紙を 
例示. 
D 
社 
生活137 【もうすぐ2 年生】 [すごいねじぶん] 
「どんなことができるようになったかな」 自分のことは自分で 
できるようになったことを示す文と絵. 
記載なし 
生活138 【あしたへダッシュ】 
以前の自分について, インタビューで家族に, 電話でおばあちや 
んに問い合わせ, まとめる. 
【あしたへダッシュ】 
すてきな自分をまとめたら, 「おせ話になつ 
た人におれいをしたいね」 と手紙や感謝状を 
書く. 
E 
社 
生活139 記載なし 記載なし 
生活140 【大きく なったわたし】 
母親からの成長の話や手紙. 
【大きく なったわたし】 
家族へのお礼の手紙. 
F 
社 
生活141 【も うすぐみんなにねんせい】 
[ たのしかったね, いちねんせい] 
料理の手伝いの絵. 
記載なし 
生活142 【ひろがれ わたし】 
今の自分になるまでにどんなことがあったか, 保育園の先生に 
イ ンタビュ ,ー おばあちやんに電話, おかあさんと話をするこ 
とで, 大きく なったことをまとめる. 
【ひろがれ わたし】 
お世話になった人たちの前でできるようになつ 
たことを発表. 最後にお母さんからの手紙. 
G 
社 
生活143 【も うすぐ2 ねんせい】 
1 人で起きる, 準備をする, 上靴洗いの絵 
記載なし 
生活145 【これまでのわたし これからのわたし】 
とくいなことと して, 食器運び, 肩たたき, ゴミ拾いの絵. 
【これまでのわたし これからのわたし】 
赤ちやんの時からの成長を振り返り, 「たく 
さんの人のおせわになつたんだな」, 自分の 
物語本を作成し 「たく さんの人にたすけても 
らってここまで大きく なれたんだ」 とありが 
と うカー ドを書く. 
H 
社 
生活146 【大きく なったね1 年かん】 
家族生活関連なし 
記載なし 
生活147 【わたしのすてきがはばたく 】 
自分のすてきを調べるため, サッカーのコーチ, 応援してく れ 
る地域の人, 同じチームだったおねえさんに直接話を聞いたり, 
おかあさん, いつもみてく れるお医者さんに手紙で聞いてみた 
り, 日本語を教えてく れた先生に電話で聞いたりし, 紙芝居, 
巻物, じやばらおりの絵本にまとめる. 発表会をする. 
【わたしのすてきがはばたく 】 
「ありがと うの気もちをつたえましよう」 と 
いう課題で手紙を書く. また自分にできるこ 
と を考える. 
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表 3 (つづき) 
「家庭科」 からみた 「生活科」 の学習に関する現状と課題 
社 
家庭531 【家庭科を学ぼう】 
・ 「私たちはこれまで, 家族や近隣の人々に支えられ, 家庭や 
学校で多く のことを学び, 成長してきました. 」 
【わが家にズームイ ン! 】 
・ 「私たちはこれまで, 家庭や地域の中でたく さんの人とかか 
わり, 成長してきました. 」 
【わが家にズームイ ン! 】 
「なかでも家族は, いちばん近く で私たちの 
生活を支え, 私たちの成長や自立を心から喜 
んでく れるかけがえのない存在です. 」 
J 社 
家庭532 【わたしと家族の生活】 
・ 「わたしたちは, 生まれてから今まで, 家族や周囲の人たち 
に支えられて成長してきました. 」 
記載なし 
表 4 生活科・家庭科教科書における 「II家庭生活と仕事および家族との関わり」 に関する記載内容
( 【】 は単元名, [ ]は小単元名) 
発 
行 
教科書記 
号・ 番号 
③家庭における家族の 
こと ④白分でできること ⑤生活時間 
A 
社 
生活131 
【じぶんでできるよ】 
[ じぶんのいちにちを 
みつめよ う] ・ 「いえ 
ひとはどんなこと をし 
ているのかな」 
【なつやすみをたのしくすごそう】 ・ 布団を畳んでいる絵や買い物 
の手伝いの絵 
【じぶんでできるよ】[ じぶんのいちにちをみつめよう] ・ 「いえで 
どんなこと をしているのかな」 うがいてあらい, みんなのはしなら 
べ, はやね・ はやおき ・ あさごはん 
[ じぶんでできること をしよう] ・ く つあらい ・ ふとんたたみ ・ へ 
やのかたづけ ・ かいもの・ おと うとのせわ・ しよく じのあとかたづ 
け・ そう じ ・ ごみだし(言葉と写真) 
[これからもつづけよ う] ・ 板書に 「いえでちようせんしたこと」 
「じぶんのこと」 「いえのこと」 と分けた絵 
【じぶんのこと をふりかえろう】 ・ 自分のことの絵 ・ 手伝いの絵 ・ 
団らんの絵 
【ふゆやすみをたのしく すごそう】 ・ 生活の様子の絵・ 家族的年末 
年始行事の絵 
【もうすぐ2 ねんせい】 [いちねんかんをふりかえろう] ・ 「どんな 
ことがあったかな. できるようになったかな」 洗濯物を畳む写真 
【なつやすみをた 
のしく すごそう】 
規則正しい生活の 
様子の絵 
生活132 記載なし 【あしたへジャンプ】 [大きく なった自分のことをふりかえろう] ・ 
「どんなことができるようになったかな」 靴洗い写真 
記載なし 
B 
社 
生活133 記載なし 【なつとなかよし】 [なつはたのしいことがいっばい] ・ 「じぶんで 
できること をさがしてみるよ」 ゴミ出し絵 
【ふゆとなかよし】[いろいろあるね, ふゆのく らし] ・ 「まちやい 
えのく らしにあるふゆをみつけ, おしえあおう」 冬と夏の家族の食 
事の絵. 
[かぞく でいっしよにおしようがつ] ・ 年末年始の仕事や行事や楽し 
みの絵 
記載なし 
生活134 (おうちの人にもった 
えたい) 
・ 「かぞく のためには 
たらいてくれているん 
だね」 文と絵 
【生きものはっけん】[はっけん かんどう 夏休み] (ワクワクす 
るね夏休み一 かぞく とすごす夏休み) 
・ 家族と過ごす絵と写真・ 「お父さんとごみ出し」 文のみ 
【じぶんはっけん】[ありがと うをとどけよう] (おうちの人にもつ 
たえたい) ・ 「ぼく だってできるよ」 机の片づけ, 料理運び, 肩た 
たきの絵 
(夜の長さってど 
のく らいかな? ) 
・ 「夜は早く ねな 
いと早おきできな 
いね」 「朝のすず 
しいうちにべんきよ 
うするといいね」 
c 
社 
生活135 【ありがと うがいっぱ 
い】 [いえには どん 
な しごとがあるのか 
な ] ・ 「おかあさんが 
とくいなおつけもの」 
文と写真. 「おばあしや 
んはたたみかた名人」 
文と絵. 「おかあさん 
のおり よう りはわたし 
のじまん」 文と絵. 
「おと う さんはおふろ 
そう じ名人」 文と絵. 
「いつもきれいにして 
く れているね」 文と 
(洗濯干しの) 絵. 
【ありがと うがいっぱい】 [いえには どんな しごとがあるのか 
な] ・ 「花の水やりはぼく のしごと」 文と写真. 「じぶんのしよつき 
はじぶんでかたづけるよ」 文と写真. 「しよく じのじゆんびはわた 
しのしごと」 文と絵. 
[いえのしごとにちようせんするよ] ・ 「おしえてく ださい」 お米と 
ぎ, 服たたみ, 風呂掃除の写真 ・ 「ひとりで」 米とぎ, 服たたみ, 
ふろそう じの写真 
[いえのしごと にこにこ 大さくせん] ・ 「自分のことは自分です 
るよ」 靴洗い, 片づけの写真と絵. 
・ 服たたみで親からお礼写真⇒一 人で写真⇒ 「学校で教えてあげた 
よ」 文と絵⇒ 「こんどははっぴにちようせん」 文と写真. ・ 「毎日 
続けているよ」 風呂掃除写真. ・ ご飯を装う写真⇒やわらかいご飯 
写真⇒ 「水かげんがポイ ント」 文と写真. 
[えがおがいっぱい] 
・ おかあさんよりありがと うのてがみ⇒これからもがんばります 
絵 ・ おしごとカレンダーの絵 
記載なし 
生活136 記載なし 記載なし 記載なし 
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D 
社 
生活137 【かぞくにこにこ 大 
さくせん】 
・ 「いえの人のにこに 
こは どんなとき?」 
家族との写真 
[みんなの 1 日 ] ・ 
「いえの人のよ うすを 
しらべよう」 ・ 「みん 
などんなことをしてい 
るのかな」 自分や家の 
人の絵 「こんなにたく 
さんのしごと をしてい 
るんだね」 
【かぞく にこにこ 大さくせん】 [みんなの1 日 ] ・ 「みんなどんな 
ことをしているのかな」 自分や家の人の絵 
[いえでチャレンジ] ・ 「じぶんでできることにちようせんしよう」 ・ 
「いっ しよにできるかな」 皿洗い, 窓ふき, 料理手伝い, 服たたみ 
の写真. ・ 「一人でどんなことができるかな」 部屋の片づけ, 上履 
き洗い, 靴揃え, 明日の準備の写真. 
[かぞく にこにこ大さくせん] ・ 「かぞく にこにこ大さくせんをしよ 
うかいしよう」 ・ 「(カード) ゲーム」 「リラックス(肩たたき)」 
「えいようまんてん」 「びかびか(背中洗い) 」 の写真とおつかいの 
絵
[気もちをつたえたいね] ・ おうちでチャレンジ, にこにこ大さくせ 
んをつづけていこう. 
[たのしみだね ふゆやすみ] ・ 「いっ しよにできるかな」 家族との 
様子 (年賀状, 掃除, 料理, 買い物) 絵 
【なつとともだち 
になろ う】[たの 
しみだね なつや 
すみ] ・ 「まいに 
ちできるかな」 規 
則正しい生活の絵 
生活138 記載なし 記載なし 記載なし 
E 
社 
生活139 【いってきます】 ・ さ 
とこさんのかぞく, ま 
こと さんのかぞく, 町 
の人, の絵 
【たんごのせっく】 ・ 
かぞく でしようぶゆに 
入る絵 
【たなばた】 ・ たなば 
たのこと をおばあちや 
んに電話で教えてもら 
うさとこ ・ たんざく の 
願い事におばあちやん 
の足が治るよう書く ま 
こと 
【ふゆもげんき】 [ と 
う じのひ] ・ ゆずのお 
ふろにはいる家族の絵 
[たのしいお し ようが 
つ ] ・ かるたと り をす 
る家族の絵 
【ふゆもげんき】 [はるのななく さ] 
・ ななく さがゆを料理する子の絵 
【まぶしいなつ】 
[なつやすみ] ・ き 
そく ただしい生活 
1 日の時間予定表 
生活140 【きようから2 ねんせ 
い】 ・ 「早く行こうよ」 
家族で朝食を食べる様 
子の絵 
【わたしとかぞく 】 
[ありがと う] ・ 遅く 
なって心配する親, 病 
気を看病する親, 留守 
番する子の絵 
【冬とお正月】 [冬じたく] ・ おなあらいのてつだい 
[年のく れ] ・ しよう じのはりかえや大掃除の絵, 餅つき, 料理の手 
伝いの写真 
[お正月] ・ 家族であいさつや書初めの絵 
【わたしとかぞく】 
[休みの日 ] ・ 休みの日にしたことの写真(弟の世話, 料理, 食器洗 
いなど家の仕事系の写真と絵, 音楽やスポーツなどお楽しみ系の写 
真と絵) 
[わたしがすること] ・ 「せんたく ものをほす」 「買い物」 「新聞取り」 
「ポチのせわ」 「しよつきあらい」 「ごみ出し」 「アイロンがけ」 「ぞ 
うきんがけ」 「花を摘んでく る」 「食器をならべる」 「つく えの整理 
整とん」 「おもちやの片づけ」 
【かがやく夏】 ・ 
水撒きの写真 ・ 生 
活の様子 : ラジオ
体操, まつり, う 
んどう, 水やり, 
き ゆうり しゆうか 
く, 料理の写真と 
絵 
F 
社 
生活141 記載な し 【みんなの にこにこ だいさくせん】 
[もっと にこにこ を みつけたいな] ・ 「いえのひとは, どんな 
ときににこにこ して いるかな. どう してにこにこするのかな. 」 
風呂掃除, 元気に学校に行く, 1 人で起きる, 親と話をする, 文と 
絵 
[にこにこ さくせん どうだったかな] ・ 自分で起きる, お帰りと 
あいさつする, 靴下を畳む, 写真 
[にこにこがいっぱい] ・ がっこ うのことをはなす, せんたく ものた 
たみ, かぜをひかない 
[ もっ と にこに 
こを ふやしたい 
な ] ・ 学校生活, 
家庭生活 1 日の流 
れの絵 
生活142 記載なし 記載なし 
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表 4 (つづき) 
「家庭科」 からみた 「生活科」 の学習に関する現状と課題
G 
社 
生活143 【たのしさ見つけたよ 
ふゆ】 [ ふゆやすみ 
に楽しも う] ・ 「お正 
月は町もいえもいつも 
と ちがうね」 
・ はねつき, もちつき, 
お節料理を食べる, か 
るた, ボー ドゲーム絵 
【ひろがれえがお】 
・ 手伝いの写真(料理運び, 鉢植え, ごみ出し, 靴洗い) 
[いえの人のえがおを見つけよう] ・ 服たたみ, 勉強, 兄弟で遊ぶ, 
写真⇒ [ どう したらよろこんでもらえるかな]⇒ 「じぶんでできるこ 
とがいろいろあるね」(洗濯物たたみ, おと うとのせわ, 1人で起き 
る, おもちやを片付ける) . できるかな (起きる, 着替え, 歯磨き, 
朝食, トイ レ, 勉強, 準備, 寝る) ⇒ [よろこんでもらえるとわた 
しもうれしいな]手伝いの写真 (洗濯物たたみ, 靴ならべ, 弟の世 
話) , お母さんに手紙⇒子に手紙⇒はっびようかい絵⇒ (チャレン
ジ 回覧板届) 
【たのしさ見つけ 
たよ ふゆ】[ふ 
ゆやすみに楽しも 
う] ・ 「げんきに 
すごすく ふうをか 
んがえよ う. (寝 
る時間, 起きる時 
間, うがい, てあ 
らい, 帰る時間の 
絵) 
生活145 【もっと行きたいな町 
たんけん】[いきいき 
冬休み ] ・ 「年まつ年 
しはいろいろな行じが 
あるね」 
・ 餅つき, 年賀状, 窓 
ふき, お節料理づく り, 
初詣の絵. 
記載なし 【つく ろうあそお 
ぼうく ふう しよう 
】 [わく わく 夏休 
み ] ・ 「早ね早お 
きごはんもしっか 
リ食べて元気いっ 
ぱいだ 
【もっと行きたい 
な町たんけん】 
[いきいき冬休み] ・ 
できるかな 「さむ 
い日も元気にすご 
そう」 起きる, 運 
動, 手洗い, うが 
い 
H 
社 
生活146 
【いっ しよにいるとあ 
んしん】 
[かぞく のこ と しらべ 
たよ] 「いえのしごと 
をかんがえてみましよ 
う」 犬の散歩, 服たた 
み, そう じ, 料理, 洗 
濯物干しの写真. 「い 
つもこんなにたく さん 
のことをしてく れてい 
るんだ」 
【なつやすみがやってく る】 
[思い出ができたよ] おふろあらいの記録 
【いっ しよにいるとあんしん】 
[ じぶんでもできるかな] 「はなしをきいてできそうなことを見つ 
けましよう」 洗濯物畳, おちやわんはこび, く つあらい 
[ありがと うをつたえたい] 「じぶんのきもちをどのようにあらわし 
ますか」 ありがと うカー ド作成. 
「つづけられそうなことはあるかな」 箸並べ, 洗濯たたみ, お茶を 
いれる, 規則正しい生活 
【いちねんせいに 
なったら】 
[わたしのいちに 
ち] 起きる~ 就寝 
の絵 「じぶんでよ 
ういしているんだ 
ね」 「まいにちき 
ちんとできるかな」 
[ じゆんびとかた 
づけ ]時間割 , 鉛 
筆削り, 授業前の 
絵 
【なつやすみがやっ 
てく る】 
「なつやすみのせ 
いかつ」 規則正し 
い生活の絵 
生活147 記載なし 【夏休みにしたいことは一 】 「お手つだいをがんばるぞ」 文と絵. 【夏休みにしたい 
ことは一】 計画表. 
「しゆく だいは午 
前中にするといい 
ね」 
, 
社 
家庭531 【わが家にズームイ
ン ! 】 ・ わたしの一日 
に対応した家族の生活 
の絵・ 家庭の仕事およ 
び担当者調べ 
【わが家にズームイ ン! 】 
・ 家庭の仕事調べの中から, これから家族とやってみたい仕事, ひ 
とりでできるようになりたい仕事に印付け 
・ だんらんのための仕事と してお茶の入れ方を学習し, 家庭生活を 
楽しく しようと促す 
【私の仕事と生活時間】 
・ 工夫して家庭の仕事を続けるよう促す(机の整理・ 整とん, ごみ 
出し, 夕食の食器洗い) 
【私の仕事と生活 
時間】 ・ 白分の生 
活時間の振り返り 
J 社 
家庭532 【わた しと家族の生 
活】 ・ わたしの一 日に 
対応した家族の生活の 
絵 
【やってみよ う家庭の仕事】 
実行できそうな仕事の写真(食器洗い, 服のボタン付け, 洗濯物た 
たむ・ 干す, 配膳, 窓ふき, 風呂掃除, 肩たたき, 水やり, お茶入 
れ, ごみ分別) を提示し, 仕事をするよう促す, 「わたしの仕事ふ 
リ返りカー ド」 
【家族とほっとタイム】 
・ 団らんのための工夫(飲み物と食べ物の用意) , つながり を深め 
る工夫 
【わたしの生活時 
間】 ・ 自分の生活 
時間の振り返り, 
仕事 (犬の世話, 
休日の昼食づく り) 
や触れ合い (家族 
と朝食, お茶を入 
れる) の時間をつ 
く る工夫例 
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表5 生活科・ 家庭科教科書における 「m地域の人々との関わり」 に関する記載内容 ( 【】 は単元名, [ ] は小単元名) 
発 
行 
教科書記 
号・ 番号 
⑥地域の場所やそこで生活したり働いたり している人々について考え, 自分たちの生活は様々な人や場所と 
関わっていることが分かり, それらに親しみや愛着をもち, 適切に接する 
A 
社 
生活131 【なつやすみをたのしく すごそう】 (2 p ) 
・ 「ちいきのぎよう じにさんかしよう」 十祭り写真 
生活132 【どきどき わく わく まちたんけん】 (12 p ) 【みんなで つかう まちの しせつ】 (7 p ) 【もっと 
なかよし まちたんけん】 (8 p ) 【つたわる 広がる わたしの生活】 (8 p ) <計35 p> 
B 
社 
生活133 記載なし 
生活134 【春はっけん】 (8 p ) 【わたしの町はっけん】 (24 p ) <計32 p> 
c 
社 
生活135 記載なし 
生活136 【町のすてき 大はっ見】 (36 p ) 
D 
社 
生活137 記載な し 
生活138 【まちが大すき たんけんたい】 (20 p ) 【えがおのひみつたんけんたい】 (20 p ) <計40 p> 
E 
社 
生活139 記載な し 
生活140 【わたしたちがすむ町】 (12 p ) 
F 
社 
生活141 記載なし 
生活142 【大すき いっぱい わたしのまち】 (20 p ) 
G 
社 
生活143 記載なし 
生活145 【レツツ ゴー 町たんけん】 (16 p ) 【もっと行きたいな町たんけん】 (14 p ) 【つたえあおう町のすて 
き】 (8 p ) <計38 p> 
H 社 
生活146 記載な し 
生活147 【発見! 町へとび出そう】 (18 p ) 
, 
社 
家庭531 【あなたは家庭や地域の宝物】 (5 p ) 
近隣の人々が生活するイラストを見て考える学習. 震災の時の事例. 
J 社 
家庭532 【共に生きる生活】 ( 5 p ) 
地域の生活の事例写真 4 枚. 資源を生かす活動とルールやマナーについての調べ学習の結果例. 感謝の気 
持ちを伝える方法例3. 地域への協力を考えさせるワーク. 
表 3 より, 「I 自分の成長と家族」 に関して, すべて
の生活科教科書で, 2 年次の後半に, ①自分の成長を自
覚させるための学習活動と②成長を支えてく れた人たち
に感謝を表現するための学習活動がセットなって一単元
として組み込まれていた. また1 年次では支援者への思
いを感じさせるところまではないが, 自分の成長を自覚
させるよう な機会が1 ~ 2 回ある教科書が6 社あった. 
一方, 家庭科教科書は, 「わたしたちは, 生まれてから
今まで, 家族や周囲の人たちに支えられて成長してきま
した.」 のよう な文章記述のみで, 自分自身の成長を具
体的に振り返らせるよう な活動はみあたらなかった. そ
のため教科書だけでは 「家庭生活と家族の大切さに気付
く」 ことは難しいと考えられる. 発達段階の違いはある
が, 生活科のように丁寧に自分の成長を自覚させるよう
な学習活動の充実が必要だと思われる.
表 4 より, 「II家庭生活における仕事や家族との関わ
り」 に関して, 生活科教科書では1 年次に組み込まれて
いることが多いことがわかる. 詳細を見ると, ④自分で
できることや⑤生活時間については充実しているが, ③
家庭のことについては少なめであった. ③は学習指導要
領解説では 「家計を支える仕事, 家事に関する仕事, 家
庭生活の中での役割, 家族の団らん, 家族で過ごす楽し
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み, 家族の願い, 家族一人一人のことなど」 と記述され
ているが, これらに関する教科書の記載は少なく, 特に
「家計を支える仕事」 については全く触れられていなかっ
た. 鈴木 (1995) が行った1992年発行の生活科教科書分
析では, 家族調べ, 家族の生活調べ, 家族の仕事調べ, 
家族紹介などをと入りいれている教科書が多かった. プ
ライバシーの問題などから減少したと考えられる. また, 
鈴木 (1995) は, 当時の家庭科教科書で取り扱われてい
る自分にできる仕事が, 生活科で示されている仕事と大
差がないことを指摘していたが, 現在の家庭科教科書 1 
社 (家庭532) は, 家庭科を学習したことを生かした仕
事 (食器洗い, 服のボタン付け, お茶を入れる, ごみ分
別) などが事例と して増えていることがわかった.
表 5 より 「I[[地域の人々との関わり」 に関して, 生活
科教科書では, 1 年次ではほぼ学習しないが, 2 年次で
は地域に出かけ, 地域の人々と接する学習活動が組み込
まれている. 最もべ一 ジ数の少ない教科書E社生活140 
では12べ一 ジだが, 複数回に分けて単元が設定されてい
る教科書も多く, 30べ一 ジ以上記載している教科書は5 
社あり, 中でも生活138は40べ一 ジにもわたって地域に
関する学習が記載されている. 一方, 家庭科教科書は, 
2 社とも5 べ一 ジで, 生活科に比べると量的に少ない. 
「家庭科」 からみた 「生活科」 の学習に関する現状と課題
内容的にも家庭532 は具体的で家庭科で学習したことを
生かせる活動例を複数示しているものの, 家庭531 は抽
象的な記述にと どまっている. 家庭科における地域の学
習に関する量的 ・ 質的な充実が望まれる.
また, 生活科内で比較すると, 地域の人々の学習に比
べて家族の学習はあまり丁寧に扱われていないことがわ
かった. プライバシーの問題に配慮つつ, 家族学習に関
する充実が求められる. 
3 . 3 . 実践研究の傾向
2013年から2017年の 「日本生活科・ 総合的学習教育学
会」 全国大会において, 発表された自由研究から, 生活
科に関する実践研究を抽出した. 基本的にはタイ トルや
本文中に 「生活科」 が入っているものとするが, 保育園 ・ 
幼稚園限定のものや, 他教科がメイ ンの内容となってい
るものは省いた. さらに, そこから生活科教科書分析と
表 7 家庭科に関する生活科研究
同様に, 家庭科と類似性のある学習項日 ( 「I 自分の成
長と家族」, 「II家庭生活における仕事や家族との関わり」, 
「I[[地域の人々との関わり」) を含む研究事例をさらに抽
出した.
表 6 より生活科に関する研究は一定数あるが, 家庭科
に関わる学習項目を含む研究は少ないことがわかる. 
表 6 発表件数
年度 2017 2016 2015 2014 2013 合計 
全体 109 86 130 96 96 517 
生活 37 35 48 44 35 199 
家庭科 
類似学 
習項目 
5 2 7 5 2 21 
さらに詳細の事例を表7 にリストアップする
年 頁 著者 タイ トル
, 
成長 
II 
家庭 
III 
地域 
2017 168 斎藤和貴 子どもの意識の連続性を大切にした家族単元 0 1 0 
2017 169 三星雄大 自信と意欲をもって生活しようとする子どもの育成: 本町たんけいたい はっ けん ! 町のきらつとさんの実践を通して 
1 0 1 
2017 174 関根愛 ・ 田村裕 子 
気付きの質を高めるための指導の工夫 : 見取り を通した評価と支援の一体化 1 0 0 
2017 175 堤直樹 自立への基礎を確かにはぐくむ生活科の構想 : 深い学びを生み出す 「成長」 単元のあり方 
1 1 0 
2017 200 加藤裕美子 気付きの質を高める生活科学習 : 身近な人との関わり を工夫して 0 0 1 
2016 161 三原茂 ・ 水上義 行 
コミ ュニティ ・ スクールにおける生活科 ・ 総合的な学習の時間の在り方 0 0 1 
2016 234 宮林史依 ・ 原田 三朗 
気付きを自覚し, 気付きの質を高める生活科の授業 : 2 年生活科 「ひらおっ 
こ たんけんたい ~ ひらおのすてきをみつけよう」 の実践を通して 
0 0 1 
2015 125 關陽子 生活のよさをみいだす子どもを育てる生活科学習 : 生活科単元 「こんなこと できるよ」 における気付きの質を高める単元構成を通して 
0 1 0 
2015 204 豆田幸彦 価値ある対象に主体的に関わり続ける子どもが育つ生活科学習 単元の終末 過程における取組から 
0 0 1 
2015 206 桑原洋文 自分自身のよさや成長を実感し, 自己肯定感を高める生活科実践 : 2 年 「の ぞみ ホツプステ ツプジヤンプ」 の実践から 
1 0 0 
2015 221 村上裕章 絵カー ドによる気づきの表出を生かした生活科学習: 家庭生活における役割 を題材と して 
0 1 0 
2015 225 納冨千映 夢中になって活動に取り組む子どもが育つ生活科学習 : 「ためす ・ おこなう」 過程に他者を意識させる活動を通して 
0 0 1 
2015 232 森川茂樹 ・ 溝邊 和成 
「白己の成長」 に関する生活科授業の工夫: 「いのちの絵」 の作成・ 交流活 
動に見られる気付きを例に 
1 0 0 
2015 238 加納誠司 振り返り と交流を意識し自分自身の理解を深める生活科 : 自己の学びや育ち を肯定的にとらえることを中心に 
1 0 0 
2014 138 柳智子 生活科におけるすすんで対象とかかわり , 気付きの質を高める実践的研究 : もうすぐ2 年生を題材として 
1 0 0 
2014 168 上原博光 共に創る授業の創造Ⅶ : 子どもが地域に出ていく ことの価値 0 0 1 
2014 190 浦郷淳 ・ 佐藤真 成長単元における児童の変容に関する研究 : ポートフォリオを通した学びの ふり返り活動を通して 
1 0 0 
2014 191 泉佐也加 子どもが生き生き と活動し, 表現し, 気付きの質を高める生活科学習 : 第2 学年 「もっと なかよし 黒さきのまちたんけん」 
0 0 1 
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2014 229 鹿間幸雄 ・ 野口 徹 
満足感 ・ 達成感を抱く子どもの姿を求めて : 子どもが主体的に対象と関わる 
ために 
1 1 0 
2013 243 末松英二 地域の人とのかかわり を深める第2学年生活科学習指導 : 年間を通したまち たんけんの取組みを通して 
0 0 1 
2013 251 筒井知子 学びを通して成長した自分を実感する生活科学習 1 0 0 
10 5 9 
全体を通して研究の多く は, 体験的な活動や振り返り
の学習などから学んだことを, 伝え合う学習を通して, 
気付きの質を高めることができる実践的研究であった. 
家庭科においても同様に, 実践的 ・ 体験的な活動を取り
入れた学習方法が重視され, 多くの授業者が実践してい
る点は共通している. さらに振り返りの学習においても, 
第 5 学年の初めのガイダンスの授業と, 第 6 学年の最終
にこれまでの学習を振り返る授業が設定されており, 成
長した自分を自覚する学習が行われる. また, 学習指導
要領には言語活動の充実を図る記載があるなど, 共通し
た点が多いといえる.
「I 自分の成長と家族」 に関する生活科の研究は, 
「II家庭生活における仕事や家族との関わり」 と 「I[[地
域の人々との関わり」 に関する生活科の研究と重複した
ものを含め10件である. 中でも成長を可視化できる何か
を制作することで気付きを促す実践が多かった. 例えば, 
1年を通して成長絵本を記入した実践 (三星2017) , 最終
単元に実践を振り返るアルバム作り (桑原2015) , 「いの
ち」 に対する気付きを 「いのちの絵」 の作成と交流活動
をもって意義を検討したもの(森川2015) , ポート フォ
リオを活用した実践(浦郷2014) , 学んだことを活用で
きた自分を視覚で捉えやすく した 「自分ポスター+」 や
シート作り (筒井2013, 鹿間2014) などである. その他
の実践も入学から1 年間, または生まれてから8 年間な
どを振り返って, できるようになったことを実感できる
取り組みとなっていた (関根2017, 堤2017, 柳2014) . 
また, 自己の学びや育ちを肯定的にとらえるための効果
的な指導方法から, 生活科の在り方を示した研究もあっ
た (加納2015) .
「II家庭生活における仕事や家族との関わり」 に関係
する生活科の研究は, 「I 自分の成長と家族」 に関する
研究と重複するものを含め, 5 年間で5 件と他の単元に
比べ少ないのが現状である. 研究の内容については, 
「家族」 の単元に対応した学びの検討や, 指導方法の提
案が見られ, 次期学習指導要領で示される改訂のポイ ン
トを踏まえた実践(斎藤2017) と, 現行の学習指導要領
の内容に即した取り組みがあった (開2015, 村上2015, 
鹿間2014) . そのほとんどが, 家族のために自分にでき
ることは何かを考え, 家庭で実行できるように促すため
の授業実践である. また, 家庭との連携を図りながら行
う 「成長」 単元の位置づけや授業の在り方を提示した研
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究も見られた (堤2017) . 授業実践では, 家の仕事を調
べ, 期間を決めて自分にできる仕事を家庭で実施する
「体験活動」 と, その成果を伝え合う 「交流活動」 から
構成されたものが多かった.
「III地域の人々との関わり」 に関する生活科の研究は, 
「I 自分の成長と家族」 に関する研究と重複するものを
含め 9 件である. そのう ち, 地域にある店や施設に出向
く といった町探検から人々と関わる学習が7 件 (加藤
2017, 宮林2016, 豆田2015, 納富2015, 上原2014, 泉
2014, 末松2013) , 地域の職人さんの仕事を体験する学
習が 1 件あった (三星2017) . これらの 「体験活動」 が
学習の主と して扱われ, 体験し得たことをガイ ドブック
にしたり, 他者に伝えたりする活動を通して, 様々なこ
とに気付く児童の姿が報告された. 他の 1 件は 「体験活
動」 をべ一 スにした生活科と総合的な学習の時間のカリ
キュラム編成を行う にあたって, 地域と関わりのある実
践を対象とし, 教育課程の工夫や単元構成, 支援方法を
提案したものであった (三原2016) .
以上のことから, 家庭科に類似する学習項目を含む研
究は少なく, 中でも 「II家庭生活における仕事や家族と
の関わり」 に関係する生活科の研究は非常に少ないこと
がわかった. これは, 生活科教科書において, 自分の成
長や地域の人々の学習に比べて家族の学習に関する記載
が少ないこととも関連しているかもしれない. 
4 . まとめと課題
学習指導要領の記述から, 家庭科における内容 「A家
庭生活と家族」 の 「(1) 自分の成長と家族」, 「(2) 家庭
生活と仕事」, 「(3) 家族や近隣の人々との関わり」 が, 
生活科の「(9) 自分の成長」, 「(2) 家庭と生活」, 「(3) 
地域と生活」 と類似していることがわかった. 類似項目
を 「I 自分の成長と家族」 「n家庭生活と仕事および家
族との関わり」 「I[I地域の人々との関わり」 と し, 生活
科と家庭科の教科書から関連する学習内容を抽出した結
果, 「I 自分の成長と家族」 と 「m地域の人々との関わ
り」 については生活科の教科書が充実していることがわ
かった. 家庭科の教科書において 「I 自分の成長と家族」
と 「III地域の人々との関わり」 に関しての記載の充実が
望まれる.
さらに日本生活科・ 総合的学習教育学会全国大会にお
いて発表された自由研究から, 生活科の実践研究を分析
「家庭科」 からみた 「生活科」 の学習に関する現状と課題
した結果, 家庭科に対応する学習内容に関する研究は少
なく, 中でも 「II家庭生活と仕事および家族との関わり」
に関するものが相対的に少ないことがわかった. 生活科
における家庭科的学習, 特に 「II家庭生活と仕事および
家族との関わり」 に関する実践研究の充実が, 生活科教
科書における家族に関する記載の充実と共に今後の課題
である. 
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